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研究期間   2022年 9月 16日（倫理委員会承認日）～ 2024年 3月 31日 

研究の目的 食物アレルギーの中でも耐性を獲得しにくいソバアレルギーについて、原

因タンパク質（アレルゲン）である Fag e 2のリン酸修飾体がアレルギー

性を低減させることや、動物モデルのアレルギー症状を抑制させることを

見出しました。しかし、本手法がソバ以外のアレルゲンに応用可能である

かは不明です。 

本研究ではアレルギー疾患発症者の血清 IgE とリン酸修飾アレルゲンと

の反応性を測定し、リン酸修飾が食物アレルゲンの抗体結合能に及ぼす影

響を検討します。併せて、アレルゲンが判明している患者血清と様々なア

レルゲンの交差反応性プロファイルを作成し、単一のリン酸修飾アレルゲ

ンによって交差性の高い複数のアレルギーに対して免疫寛容誘導が得ら

れるかを検討します。 

研究の方法 ＜対象となる患者さん＞ 

2022 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日までの期間に当院小児科を受診

し、以下の選択基準を満たす患者さん。 

① 何らかの食物アレルギーの診療のため当科を受診した方 

② 既に診療の一環として血液検査が実施されており、追加解析に必

要な量の血清が院内検査科に保存されている方 

 

＜利用する試料および情報＞ 

利用する診療記録 

(1) 被験者背景：年齢、性別、アレルギー疾患合併の有無 

(2) アレルギーの原因抗原、アレルギー症状のタイプ 

(3) 白血球数、末梢血好酸球分画、数、血清総 IgE値、抗原特異的 IgE 

利用する検体：残血清 

 

<利用する者の範囲> 

試料・情報は、信州大学農学部生命機能科学コースで利用します。 



問い合わせ先 

 

この研究への参加は任意です。あなたの自由な意思が尊重されます。上記

の研究に試料または情報を利用することをご了解いただけない場合は、下

記へご連絡ください。 

なお、研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることは

ありません。ただし、申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文な

どで公表されていた場合や、試料や情報が特定の個人を識別することがで

きないように加工している場合は、結果を廃棄できないこともあり、引き

続き使わせていただくことがあります。 
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